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東急株式会社 

当社は、「社内起業家育成制度」第７号案件として、アートプラットフォーム事業「Ａｒｔ Ｖａｌｌｅｙ」(以下、本サービス)の実

証実験を２０２３年１月６日から開始します。 

昨今、アートイベントなどの増加によりアートを観て楽しむ機会は増えていますが、ご自宅にアートを飾るなど生活の

身近に置いて楽しむには、購入機会や作品背景情報が少ないといったハードルがあります。さらに、アーティストにとって

も、知ってもらう機会や創作活動を応援してもらう場がまだ少ないといったことがアート普及の課題となっています。 

本サービスは、リアルスペースとオンライン両方の場を通じて、アート作品だけでなくアーティストのパーソナリティを知

る機会をつくり、創作活動を応援＆サポートし、購入までできるプラットフォームサービスです。 

 

【本サービスの提供内容】 

１．アート作品の販売・管理 

〇ＥＣサイト(https://artvalley-tokyu.jp/)によるアート作品の販売に関する企画・運営  

〇ブロックチェーン技術によるＮＦＴと紐づいたＩＣタグによるアート作品情報管理  

 （スタートバーン社が発行するＳＲＲ（同社が提供する証明サービスによるＮＦＴ）をアート作品に付与） 

  ２．コミュニケーション 

〇ＳＮＳを活用し、リアルスペースとオンラインの場をつないだアート作品の体験・購入機会 

〇アート作品の背景、アーティストの想い・パーソナリティを発信することで身近に感じていただく場の提供 

 ３．アーティスト、アート作品のストーリーを伝えるＰＲ 

〇ＴＯＱビジョン（車内液晶モニター広告）、ＳＡＬＵＳ（東急線沿線情報誌）などの東急グループメディア媒体を 

 活用したアーティストやアート作品のＰＲ 

  

本サービスを通じて、お客さまはアート作品に触れアーティストをより深く理解することで、気軽に購入する体験ができ

ます。また、アーティストは、創作活動につながるお客さまの声を直接聞く機会や、コミュニティを作るきっかけを持つこと

ができます。ＳＮＳにて、アーティストの作品の背景・想いなどを発信することでお客さまとアーティストをつなぎ、より身近

に感じていただく「場」を提供することで、アートを通じたコミュニティ形成に貢献します。 

 

街と連携したプロジェクトの第１弾として、２０２３年１月２３日～４月２２日（※）の期間限定で、東急線渋谷駅ヒカリエ改

札口周辺吹き抜けガラス面にアート作品とＱＲコードを掲出します。ＱＲコードを読み込むと、ＥＣサイトに遷移し、本サー

ビス限定のフィジカル（物理的）・デジタル両方のアート作品を購入することができます。日常生活の動線である駅などか

らオンラインにつなぎ、掲載作品がその場で購入できるなど他サイトでは経験できない、購入体験ができます。 

※入れ替えによる無掲載期間あり 

 

本サービスを通じ、当社グループが持つ資産とアーティスト、アート作品をつなぎ、身近に文化・芸術が手の届く環境を

つくるなど、アートマーケットの裾野の拡大、さらにはアートコレクター層の拡大に寄与します。当社は、渋谷を中心とした

リアルなアート接点に加えて、新たにデジタル領域においても文化・芸術活動の振興に貢献していくことでアート活動を

広げ、世界へ羽ばたくアーティストの輩出を目指します。 

                             

本サービスの詳細については別紙をご参照下さい。                                   以上 

 

アーティストの活動を応援＆サポートする、プラットフォーム「Ａｒｔ Ｖａｌｌｅｙ」をスタート！ 

リアル接点に加え、デジタル領域においてもアートを提供することで、生活の身近にアートがあるコミュニティの形成に貢献 

石川 晶子（いしかわ しょうこ） 

「器と花と水」 ：刺繍 

原 良介（はら りょうすけ） 

「石水院からの風景」 ：絵画  

※２月１３日更新：アート掲載期間について変更があり修正をしております。 



 
【別紙】 

■本サービスの概要 

  現代アートプラットフォーム事業。アートメディア機能を備えたＥＣサイトでの作品販売（リアル、デジタル）。 

  〇ＥＣサイト https://artvalley-tokyu.jp/    〇Ｉｎｓｔａｇｒａｍ  artvalley_tokyu                                  

 

■アートを生活の中に拡げていく長期ビジョン「Ａｒｔ Ｖａｌｌｅｙ Ｖｉｓｉｏｎ」とは 

本サービスの長期ビジョン「Ａｒｔ Ｖａｌｌｅｙ Ｖｉｓｉｏｎ」においては、株式会社ＮＹＡＷ 代表取締役山峰潤也氏にアドバイ

ザーと構想策定に支援をいただき、将来的には、世界的なコレクターやキュレーターとコラボレーションしていきます。 

Ｐｈａｓｅ１： ＡＲＴ × ＥＣ      アーティストと運営者のエコシステム基盤形成 

Ｐｈａｓｅ２： ＡＲＴ × ローカル   地域コミュニティの活性・地域価値の掘り起こし 

Ｐｈａｓｅ３： ＬＩＦＥ ＷＩＴＨ ＡＲＴ  視覚的に伝わる地域イメージの向上 

Ｐｈａｓｅ４： ＧＬＯＢＡＬ        世界からの評価・地域プライドの醸成 

 

■アドバイザー： ㈱ＮＹＡＷ（にゃう）  代表取締役 山峰 潤也（やまみね じゅんや） 

キュレーター山峰 潤也氏の文化・アート関連事業の企画・コンサルティング会社。山峰氏は、東京都写真美術館、金

沢２１世紀美術館、水戸芸術館現代美術センターで、キュレーター勤務後、ＡＮＢ Ｔｏｋｙｏの企画運営に携わる。 

主な展覧会に、「ハロー・ワールド ポスト・ヒューマン時代に向けて」、「霧の抵抗中谷芙二子」（水戸芸術館）や 

「Ｔｈｅ ｗｏｒｌｄ ｂｅｇａｎ ｗｉｔｈｏｕｔ ｔｈｅ ｈｕｍａｎ ｒａｃｅ ａｎｄ ｉｔ ｗｉｌｌ ｅｎｄ ｗｉｔｈｏｕｔ ｉｔ.」（国立台湾美術館）など。 

ａｖｅｘが主催するアートフェスティバル「Ｍｅｅｔ Ｙｏｕｒ Ａｒｔ Ｆｅｓｔｉｖａｌ “ＮＥＷ ＳＯＩＬ”」や日本最大級の都市型ロック・フ

ェスティバル「ＳＵＭＭＥＲ ＳＯＮＩＣ」の「Ｍｕｓｉｃ Ｌｏｖｅｓ Ａｒｔ ｉｎ Ｓｕｍｍｅｒ Ｓｏｎｉｃ ２０２２」のディレクション・キュレー

ション、文化庁文化経済戦略推進事業など文化・アート関連事業の企画やコンサルティングを行っている。 
 

■アーティストコーディネイト協力： 藤原羽田合同会社 

アートプロジェクトの企画、アート事業に関するコンサルティング、コーディネーションを主に企業向けに行っている。 

アートプロジェクトのディレクション、プラン策定、作家や作品の選定、展覧会やアートイベントの企画運営、公募展や芸 

術祭の事務局運営、印刷物などの企画編集、美術品の制作および販売などアート事業全般を手がけている。 
 

■リアルスペースプロジェクト概要 

  オンラインの作品をリアルで見ながら、ＥＣサイトで購入できる、新しいオンラインアート購入体験を提供します。 

  Ａｒｔ Ｖａｌｌｅｙ限定ＮＦＴデジタルアート作品として販売します。 

 

 

〇期 間： ２０２３年１月２３日（月）～４月２２日（土） 

〇場 所： 東急線渋谷駅 ヒカリエ改札口周辺吹き抜けガラス面 



 
〇掲載アーティスト： 

第一弾： ２０２３年１月２３日（月）～２月６日（月） 原田 郁（はらだ いく）  

第二弾： ２０２３年２月１３日（月）～２月２６日（日） 田内 万里夫（たうち まりお） 

第三弾： ２０２３年３月２３日（木）～４月２２日（土） 書道家 万美（しょどうか まみ）   

※掲載期間は変更になる場合がございます 

・原田 郁  

２００８年末よりコンピュータ内に架空の世界を立ち上げ、仮想世界と現実世界を往来しながら その世界の中に 
入った自分が目にする擬似体験による風景を、主に絵画作品として描くという制作を行なう。 
海外アートフェアなどにも多数参加。主な展覧会に「六本木アートナイト２０２２」、「多層世界の中のもうひとつの 
ミュージアム―ハイパーＩＣＣへようこそ」ＩＣＣ／東京／２０２１年、「Ｗｉｔｈｉｎ Ｗｉｔｈｏｕｔ」ソウル／２０２１年 
「Ｔａｉｐｅｉ Ｄａｎｇｄａｉ ２０２０」、府中市美術館公開制作「もうひとつの世界 １０年目の地図」東京／２０１９年 
「ＮＥＷ ＤＩＭＥＮＳＩＯＮＳ」アートフロントギャラリー／東京／２０１８年など。 
○アートフロントギャラリーHP  https://www.artfrontgallery.com/ 
○ｗｅｂｓｉｔｅ   www.ikuharada.com  
○Ｉｎｓｔａｇｒａｍ  @ikuharada19  
○Ｔｗｉｔｔｅｒ  @haraiku 
 

           
Ｐｈｏｔｏ ｂｙ Ｙｏｕ Ｉｓｈｉｉ 

 

・田内 万里夫 

マリオ曼陀羅： 日本、フランス、オーストラリア、アメリカに暮らし、各地で宗教芸術、ストリートアート、トライバル

アートなどに影響を受ける。２００１年より独学で絵を描きはじめる。伊丹市立美術館キース・ヘリング展『ＬＯＶＥ 

ＰＯＰ！～アートはみんなのもの』（２０１２）で壁画プロジェクト【キースの願った平和の実現を願って】担当、国内

外のギャラリーなどでの展示や、ライブペインティング／ドローイングのパフォーマンスを展開。 

 

 

Ｐｈｏｔｏ ｂｙ Ｄａｉｓａｋｕ ＯＯＺＵ 

 

・書道家 万美 

ＭＡＭＩＭＯＺＩ 

９歳より筆をもち、高校時代に独自のスタイル‘Ｃａｌｌｉｇｒａｆ２ｉｔｙ’を確立。古典に立脚した書道とヒップホップなど。さ



 
まざまなカルチャーとの共通点を見出し、数多くのコラボレーションを実現。 

独自のスタイル‘ＭＡＭＩＭＯＺＩ’を信念に、日本各地、世界各地を巡る。単独’ＣＩＲＣＬＥ’パフォーマンスは、４０ケ

国を超えている。ディズニー、ＦＥＮＤＩ、ロールスロイス、アップルなど世界的ブランドとのコラボレーション、東京オ

リンピックなどイベントへの参画を積極的に行っている。 

〇ｗｅｂｓｉｔｅ   www.6mami66.com 

〇Ｉｎｓｔａｇｒａｍ mamimozi 

〇Ｆａｃｅｂｏｏｋ mamimozi 

 

 〇イメージパース  

                    
 

■ スタートバーン株式会社について 

スタートバーンは世界中のアーティストそしてアートに関わる全ての人が必要とする技術を提供し、より豊かな社会の

実現を目指す会社です。アート作品の信頼性や真正性の担保および価値継承を支えるブロックチェーンインフラ「Ｓｔａｒ

ｔｒａｉｌ」を構築しています。【 公式サイト 】https://startbahn.io/ 
 

■ 「Ｓｔａｒｔｒａｉｌ」について 

スタートバーンが構築を先導する、アートのためのブロックチェーンインフラです。作品の信頼性と真正性の担保ひい

ては価値継承を支えることを目指しています。 Ｓｔａｒｔｒａｉｌ上に発行された NFT では、NFT を発行した事業者の情報は

もちろん、その後の展示や取引、修復や鑑定など、作品の価値に関わるさまざまな情報やデータを記録できます。ま

た、作品の二次流通・利用について設定した規約がサービスを横断して引き継がれ、長期的に作品を管理することが

できます。ブロックチェーンの性質上、これらの情報の削除・改ざん・複製はできません。絵画や彫刻などの物理的な

作品はもちろん、画像、映像、音声などのデータにもとづくデジタル作品、さらにはインスタレーションなど、さまざまな

作品の形式に対応しています。【 公式サイト 】https://startbahn.io/startrail 

 

 



 
 

■ 「Ｓｔａｒｔｒａｉｌ ＰＯＲＴ」について 

Ｓｔａｒｔｒａｉｌをより簡単に利用するためのウェブアプリケーションやＡＰＩ、およびＩＣタグを提供しています。ギャラリー、オ

ークションハウス、EC サービス、美術館、アートコレクションなど、アート作品の流通・管理に関わる事業者は、Ｓｔａｒｔｒａ

ｉｌのＮＦＴを発行・移転できます。また、アート作品を購入した所有者は、ＳｔａｒｔｒａｉｌのＮＦＴに記録されている情報を閲覧

することができます。さらに、NFT を活用した作品発表や展示企画、事業企画や戦略策定のサポートも行っています。

【 公式サイト 】https://startbahn.io/startrail-port 
 

【参考】 

１．東急「社内起業家育成制度」の概要 

事業を創造する意欲・能力を有する従業員を支援し、広くフロンティア・スピリットを喚起することで新規事業創出の

スピードアップを図り、東急グループの活性化と持続的成長を果たすために２０１５年４月に創設した制度です。 

（１）対象者 

・東急、連結子会社従業員。 

・個人もしくはチーム（外部の協力者を含むことも可）。 

・年齢や職責は不問。 

（２）提案領域 

・業種、テーマなどは特に制限なし（東急の経営理念と経営方針を逸脱しない分野）。 

（３）骨子 

・提案者が新しいビジネスのアイデアを会社に対して提案し、会社が選考。 

・東急社長による最終選考通過後は、会社は事業化検討を強力にサポート。提案者は選考の進捗 

に応じ、現在の業務を離れ専任で詳細を検討。 

・事業化のあかつきには、提案者自らがプロジェクトリーダーや社長として起業し、軌道に乗るまで事業を推進。 

・新会社設立の際は、提案者も一定割合を共同出資することが可能。 

・事業の成果があがった場合には、成果に応じたインセンティブ(報酬)を付与。 

・事業化に失敗した場合でも東急での継続雇用が保証され、提案者に不利益なし。 

（４）これまでの事業化案件 

・２０１６年５月 会員制サテライトシェアオフィス事業「ＮｅｗＷｏｒｋ」 

・２０１６年６月 翻訳・ローカライズ事業「ＹａＱｃｅｌ（ヤクセル）」 

・２０１８年７月 未利用壁面広告事業「ＲＯＡＤＣＡＳＴ」 

・２０１９年５月 駅施設活用新決済事業「キャッシュアウト」「スマートフォン決済チャージ」 

・２０１９年１０月 東急グループのふるさと納税「ふるさとパレット」 

・２０２１年４月 定額制回遊型住み替えサービス「TsugiTsugi」 

 

２．事業提案者 

東急株式会社 フューチャー・デザイン・ラボ所属 

●高木 寛子（たかぎ ひろこ） Ａｒｔ Ｖａｌｌｅｙ プロジェクトリーダー 

２００４年入社。中途採用一期生。セゾングループ、オリックスグループを経て、現在に至る。主に、東急線沿線の 

商業開発事業に従事。大学ではアートとビジネスの融合について研究したことをきっかけに、本事業を立案。 

 

●水上 颯葵（みずかみ さつき） 

２０１９年新卒入社。高校・大学では作曲科に在籍し現代音楽を学び、大学院ではアーティスト・イン・レジデンスを 

研究。入社後、経理業務を経て本事業の立ち上げに従事。 

 

●事業提案者コメント 

日々の暮らしの近くにアートを届け、アーティストを知ってもらう機会をつくることで、活動のサポートをしていくエコシ

ステムをつくり、コロナ禍の生活で疲れている人達に‘潤い’を提供できたらと考えていました。ユーザーをインタラク

ティヴにつなぐ伴走者となり、アーティスト応援プラットフォームとして本事業の提案をしました。将来的には、アート

を日々の生活だけではなく街に取り入れる事で、アートのある街づくりにより、日本のアートマーケットの拡大に貢献

していければと考えています。 

以 上 




